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人々の買い物行動の変化をもたらすことにもつながった。
「地理探究」では、日本の商業の変化、交通の特徴、

人口問題などについて扱うが、それらの学びをつなげる
キーワードとして「フードデザート問題」・「買い物弱者」
を取り上げ、「地理総合」との接続を図ってみたい。そ
のためには、「地理総合」で習得した技能、特に GIS を
活用する場面も取り入れることが必要だと考えている。

３ 授業案と展開例
（１）買い物弱者の存在

「地理総合」では、交通の分野で、交通の発達によ
る、「時間距離」の概念を取り扱う（『新詳地理資料 
COMPLETE 2023』（以下、資料集）p.188 １ ）。その
うえで、「地理探究」では交通の便がよくなっていく一
方で、「取り残されていく」地域や人々が存在する、と
いう展開で、農山村の交通と課題についての考察につな
げれば、生徒たちは深い学びを経験することができる。

経済産業省では、買い物弱者を「流通機能や交通網の
弱体化とともに、食料品等の日常の買物が困難な状況
に置かれている人々」と定義しており、日本全国で約
700 万人いるとしている。また、食生活が偏り低栄養
傾向にある高齢者は、全体の 17.3％に達する（厚生労
働省 2020）とされている。岩間編著（2017）では、フー
ドデザート問題を次のように定義している。
１）社会的弱者（おもに高齢者）が集住し、かつ、２）買い物 
利便性の悪化［買い物先の減少：食料品アクセスの低下］ 
and/or家族・地域住民とのつながりの希薄化［相互扶助 
の減少：ソーシャル・キャピタルの低下］が生じていること

特に上記の１）については、近年、高齢者による自動
車事故がメディア等で大きく取り上げられるようになっ
てから、免許返納を推奨する風潮となってきた。しかし
これは異なる面で問題を生む可能性がある。高齢者の移
動能力−モビリティ−を取り上げてしまうこと、そして

１ はじめに
2022 年度から新学習指導要領の下「地理総合」が始

まり、今年度から「地理探究」の授業をスタートした学
校が多いだろう。あるいは、筆者の勤務校と同様に、「地
理総合」が２年次に配置されており、今年度から「地理
総合」が始まった学校も少なくないだろう。

教科書『新詳地理探究』は『新詳地理Ｂ』と大きな相
違はないものの、 探究 TRY という探究学習のページが
設けられ、学習したことを踏まえて、実際に問題となっ
ている近年の社会的・地球的課題について掘り下げる授
業展開がしやすくなっている。また、第１部第３章「交通・
通信と観光、貿易」については、新型コロナウイルス感
染症という近年の話題を「交通・通信などへの影響」と
いう形で設けるなど、より生徒に身近で深い学びができ
るように構成されている。

本稿では、『高等学校 新地理総合』第１部第２章２節「グ
ローバル化する世界」での学びを「地理探究」に生かす
ために、「日本の交通の特徴」と「日本の人口問題」をテー
マとして授業案を紹介していく。

２ モータリゼーションの進行と
ニュータウン造成

「地理総合」においては、グローバル化のなかで交通
のつながりについて学び、アメリカに始まったモータリ
ゼーションの進行、通信販売の普及など、人々の生活行
動が変化したことについて触れる。日本では経済が急成
長を遂げる時期に、都市部への人口集中が問題となり、
郊外へ可住地域を広げていった。これを後押ししたのが
一般家庭への自家用車の普及である。1960 年代には千里
ニュータウンや多摩ニュータウンを代表とする大規模な
ニュータウンが造成された。次々に丘陵地帯を住宅都市
にし、郊外に大規模なスーパーマーケットができるなど、
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タ分析支援」を利用する。東京都全体と比べても多摩市
の人口減少のスピードと高齢者人口の割合の増加が目立
つ項目となっている（ 図１  ）。推計まで含めて該当地
域の年代別人口推移を見ることで、該当地域においてど
のくらいの期間でどのような問題が起こりうるかを考察
する基本的な材料となる。

資料集においても、2023 年度版から、「日本の人
口問 題 」（p.203 〜 204）、「日本 の 都 市・居 住 問 題 」 

（p.216 〜 217）の内容がさらに充実した。また、「商業
と物流」（p.182 〜 183）におけるコラムでは、「日本各
地でみられるフードデザート問題」が取り上げられるよ
うになった（ 図２  ）。ここでは、農林水産政策研究所
による「食料品アクセスマップ」を参考にしているた
め、生徒は各自でこのインターネットページにアクセス
し、メッシュ別 KMZ のデータを「Google Earth」上に
読み込めば、対象地域の「店舗まで 500m 以上かつ自動
車利用困難な 65 歳以上高齢者」を地図上で見て（次頁、
図３  ）、どのような地域が食料品アクセスに困難を抱え
やすいのかを考えることができる。その際には、ほかの
生徒と一緒に地図を見ながら、地域の地形や周囲の環境
と人々との生活にどのような関係があるのか、考えたこ
とを共有するように教員が促し、声がけをしていく。

次に、多摩ニュータウンの居住環境を知るために次の
方法を試みる。まず、高齢者が歩いて買い物に行く場合、

どの程度であれば行くことができ
るのか、「地理院地図」を使用し
て、「徒歩 500m 圏内」を調べて
みる（次頁、 図４  ）。一般的には、
500m は徒歩７分程度とされる
が、なかなか空間的感覚がない生
徒にとっては、どのくらいの距離
であれば徒歩で買い物に行くこと
ができるかを想像することが難し
いかもしれないため、距離感覚を
つかませることが必要であろう。

また、資料集 巻頭７〜８では
WebGIS の活用として「地域見
える化 GIS ジオグラフ」（以下、
ジオグラフ）※３を紹介している。
この QR コードを読み込むと、「地
理探究」の項目もあり、SDGs と
関連させたトピックが豊富に用意
されている。今回の話題について

それは高齢者の孤立を
引き起こす場合もあ
る、ということである。
いわば自動車は間接的
にではあるが、高齢者

にとって社会とつながるツールでもあるということだ。
（２）授業の展開例※１

『新詳地理探究』p.193 では「ニュータウンの高齢化」
がコラム深めるとして立てられ、東京都多摩市が例に
挙げられている。年齢層の偏りがある多摩ニュータウン
では、入居者の高齢化が急速に進み、団地の１階部分
は空き店舗状態が長らく続いており、なかなかテナント
が入らない様子を写真で見せることで授業の導入とする 

（ 写真１  ）。若年層が流出していることから、小中学校
は統廃合が進み、『新詳地理探究』p.193 ６ に掲載され
ている人口ピラミッドを見ても偏った人口構成であるこ
とが分かる。そこでまずは、読み解きにあるように、「人
口ピラミッドにはどのような特徴があるか」や「なぜそ
のような人口構成になっているのだろうか」といった社
会的背景にも触れながら発問を行う。また、資料集p.217
でも「住宅の建て替えが進む多摩ニュータウン」が写真
で掲載されているため、イメージもしやすい。

東京都全体と多摩市での人口推移を比較する場合は、
「RESAS」（地域経済分析システム）※２が提供する「デー

写真１  多摩ニュータウン（筆者撮影）

 

 

  
 

 

 

図１  「RESAS」作成図（一部加工） 多摩市と東京都全体の人口推移

図２  『新詳地理資料 COMPLETE 2023』p.183 ※２ https://resas.go.jp/#/13/13101
※１ これらの展開例は、多摩ニュータウンについての講義中心の時間、GIS を使った協働作業、ワークシートを使った
まとめのおおよそ 3 時限構成で行うことを想定している。

※３ https://www.geograph.teikokushoin.co.jp/
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近年，生活圏内に食料品店が無く，生鮮食品など食料の入手が困難な状態で
あるフードデザート（food deserts：食の砂漠）とよばれる問題が日本各地でみ
られるようになっている。大型スーパーマーケットの郊外進出と，それに伴う
小規模店舗の閉店が相次いだことにより，過
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化が進んだ農山漁村，シャッター
通りが増えた地方都市の中心市街地，高齢化が進んだ都市郊外の団地などで，
高齢や車などの移動手段をもたないといった理由で買い物に行けない「買い物
難民」が発生している。このため，これらの「買い物弱者」の生活を支えるために，
コンビニ各社や鉄道会社などによる移動販売サービスが行われるようになって
おり，フードデザート問題の解消に一役買っている。

日本各地でみられるフードデザート問題
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べることができる。
そのうえで、「地理的な見方・考え方」の習得を各単

元で確認することを想定し、「多摩ニュータウン」とい
う地域を分析してもらう。例えば 図６  のような発問と
答えが想定される。

教員側がまとめをするときには、資料集 p.183「 15セ
ブンイレブンによる山間部での移動販売」（ 図２  ）や
p.204「 1 乗合タクシー」の写真を見て、高齢者にとっ
て移動販売や移動手段の選択肢を増やすことのメリット
を考えるきっかけにする。新鮮で栄養のある食品を手に
入れることができる、高齢者にとって使いやすい移動手
段になるという物理的な面だけではなく、第三者と会話
をする時間、第三者による心身の健康チェックなど社会
的なつながりを作る点においても意味があるということ
に気付いてもらうようにする。フードデザート問題は、
該当地域のコミュニティーの状況や高齢者が置かれた状
況についても考える必要があることを伝えれば、コミュ
ニティーの拠点を作るなど、ニュータウン内での人のつ
ながりを作ることが重要であることに気付き、生活圏の
課題に目を向けるきっかけになるだろう。

４ 観点別評価
2022 年度から高等学校にも観点別評価が導入され、

は、「高齢者の免許返納問題を考える」が最もよく当て
はまるため、それを利用したい（ 図５  ）。

地図には、「75 歳以上人口と公共交通利用圏」が 3D
メッシュで反映されており、多摩市の中でも地域によっ
て公共交通機関利用圏が異なっていることを確認し、特
に「バス利用圏」にある地域でのバス便数の状況やバス
停の間隔などを調べる学習につなげていく。また、3D
メッシュをクリックすれば、その範囲の衛星写真を見る
ことができ、凡例から「場所を確認する」をクリックす
ると「Google マップ」でも見ることができるため、バ
ス利用圏内に生鮮食品を扱うスーパーがあるかなども調

図６  「地理的な見方・考え方」を働かせるための
「多摩ニュータウン」地域分析の発問例と予想される生徒の回答

1. どのような場所で起きている問題？
東京都の多摩ニュータウン

2. それはどのような場所？
稲城市・多摩市・八王子市・町田市にまたがる丘陵地で、
1960 年代より巨大なニュータウンの建設が始まった。ま
た、そこには家族で住むことを想定した部屋が作られ、ファ
ミリー層が一斉に流入した。

3. そこでの生活は、周囲の自然環境にどのような影響
 を受けているのか？
多摩ニュータウン永山団地の多くは標高 100m 以上の場所
に位置しており、徒歩移動の場合は大きな垂直移動が必要
であるため、マイカーでの移動を前提として造成された地
域であると考えられる。免許を持っていない、または返納
した高齢者の移動は難しそうである。

4. 他地域とのつながりはあるのか？
京王・小田急多摩センター駅付近には新しい分譲住宅群が
できているが、永山団地付近は建物の老朽化が進んでいる。
多摩ニュータウン内でも地区によって差がある。

5. その地域はこれからどのような支援が必要なのか、
 これから地域が発展していくためには何をすれば
 よいのか？多摩以外にも同じような地域はあるか？
移動式スーパーの導入や NPO 法人によるコミュニティー
作りが必要。コミュニティーの拠点を作る。横浜市の港北
ニュータウンの現状についても調べたい。

図３  「Google Earth」で読み込んだ
「食料品アクセスマップ」のメッシュデータ

図４  「地理院地図」の色別標高図に表示した 500m 圏を示す円

図５  「ジオグラフ」の「75歳以上人口と公共交通利用圏」の3Dメッシュ
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生徒たちは、GIS 技能を習得するために、地図学習の
ころから、「地理院地図」を使用して、断面図を作成す
る、土地条件図を表示する、などの作業はしている。先
の授業案で示したとおり、本単元では、「Google マップ」、

「ジオグラフ」、「Google Earth」、「地理院地図」といっ
た GIS の活用のほか、「RESAS」を使って数値を図化す
る場面もある。筆者はこれらへの取り組み具合を「ロイ
ロノート」で確認している。具体的には、生徒に取り組
んだ状態のスクリーンショットを撮らせ、「ロイロノート」
の提出箱に提出させるというシンプルな方法である。

そのうえで、取り組み具合や定着具合をみずから振り
返り、「十分習得できた」「まあ習得できた」「習得できな
かった」などの３段階程度に分けて、本人がルーブリッ
ク評価できるように振り返るワークシートを配布する。

実際に勤務校では「地理総合」の授業で「地理院地図」
を利用し、学校周辺の自然環境について、土地条件図や
３D マップを使って、その特徴を考察させる機会を設け
ているが、「地図を重ね合わせるという意味が分かった」、

「「地理院地図」って便利」、「自分の家の周りもこれで調
べてみたい」といった感想が多い。このように身の回りの
ことを考えるきっかけを与え、生徒がそれを「やってみ
たい」と思うようにできれば、「学びに向かう力・人間性等」
の涵養という教科の目標にも十分に到達できるはずだ。

５ おわりに
GIS の活用によって、生徒が日頃ニュースで見聞きす

るような問題について学び、考察する手段が増え、学び
の幅は大きく広がる。勤務校に通う生徒の多くが住んで
いる横浜市都筑区にもニュータウンがあり、多摩ニュー
タウンとの比較をすれば、身近な地域の将来像、ひいて
は日本の国土像について考えるきっかけとなり、ミクロな
視点で地域をとらえることができる。地域の諸課題を解
決し、持続可能な国土像を構想するには、対象となる地域、
関わっている主体、また方策としてどのようなことが行
われているのか、とさまざまなつながりを見つけ、発展
させていく必要がある。「物事のつながりを考えることは
おもしろい」と感じることができるように、「地理総合」「地
理探究」を相互に意識した授業を展開していきたい。

〈参考文献〉
・吾郷貴紀編著（2019）『買い物弱者問題への多面的アプローチ』白桃書房
・経済産業省（2015）「買物弱者応援マニュアル」
・厚生労働省（2020）「令和元年国民健康・栄養調査報告」
・岩間信之編著（2017）『都市のフードデザート問題−ソーシャル・キャ

ピタルの低下が招く街なかの「食の砂漠」』農林統計協会

各教科等を通じて、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主
体的に学習に取り組む態度」の３つを評価の観点として
定めている。また、「主体的に学習に取り組む態度」につ
いては、「個人内評価」すなわち、生徒自身が行う進歩の
状況に対する評価なども反映させることを必要とする。
（１）「知識・技能」

年５回の考査と授業内での課題を中心として、知識・
技能を測る。従来の考査での穴埋め問題をはじめとして、
授業内課題では、「〇〇とは何だろう？」や、「表から分
かることを挙げてみよう」など、教科書や資料集を自分
で調べれば答えが見いだせる問いを設けた補助プリント
への取り組み、または、資料集別冊「地形図・白地図ワー
ク」は自分で答え合わせもできるため、そちらに取り組
み知識習得をしていれば、併せて「知識・技能」の評価
対象とする。
（２）「思考・判断・表現」

新学習指導要領では、「地理的な見方・考え方」を働
かせることが強調されており、①位置や分布、②場所、
③人間と自然環境との相互依存関係、④空間的相互依存
作用、⑤地域、の５つが明示されていることから、これ
ら５項目を今回の分野に当てはめた発問が、先の授業展
開での 図６  である。筆者は、このように問題を整理す
るときは、なるべく他者と協働で作業させ、自身の考え
を言語化することを重要視している。

また、過去のセンター試験の問題にも、交通の変化に
よりもたらされた影響を題材としたものがあるので、そ
のような問題を解きつつさらに学びを深めていくことも
可能であると考えている。例えば、2013 年度「地理Ｂ」
本試験 第６問 問５では、「1998 年に明石海峡大橋が開
通し、その後、四国内の高速道路の整備がすすんだこと
を知ったタクミさんは、交通網の変化の影響について統
計資料を使用して調べた。」という問題文の下、1998 年
以降の航空機、高速バス、船舶の乗降客数の推移を示し
たグラフを読み取る問題が出題されている。なぜ船舶の
乗降客数が減ったのか、また中国・四国地方での「ストロー
効果」についても言及し、交通の発達によって地域にも
たらされる影響について正の側面、負の側面、両面から
考察させることができる。
（３）「主体的に学習に取り組む態度」

筆者の授業では、「主体的に学習に取り組む態度」に
ついて、基本的には授業内で行う地図活用や考察課題に
ついて取り組めているかどうかを「ロイロノート」で確
認し点数化している。


